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第６章 対象事業に係る計画段階配慮の総合的な評価  
 計画段階配慮事項の予測及び評価等の概要を表 6-1 に、各案の長所、短所を表 6-2 に、

これらを踏まえた環境影響を回避・低減するための方向性を表 6-3 に示す。 

 

表 6-1 予測及び評価の概要 

計画段階 

配慮事項 
項目 埋立案（Ａ案） 掘削除去案（Ｂ案） 

水質・底質 汚染土の拡散・流出 両案ともに施工時に汚染土の拡散・流出を防止するため

の措置が講じられることから、周辺の水質や底質に与え

る影響はほとんど無いと考えられる。また、影響の程度

に差は無い。 

廃棄物等 廃棄物等の種類及び

発生量 

アスファルトマットが約

3,000ｍ3発生するが、汚染

土の外部への搬出はない。 

汚染土が約 260,000ｍ3、ア

ス フ ァ ル ト マ ッ ト が 約

5,000ｍ3発生する。汚染土

については、その処分量が

多いことから、処理施設の

能力等を勘案し、不十分な

場合は複数の処理施設を検

討するなど事前の処理計画

の立案が必要である。 

生態系 生態系への影響 大江川緑地と連続した樹

林生態系が形成され、陸生

生物相は豊かになる。 

現況と同様な河川・湿地・

干潟生態系が形成され、水

生生物相は回復していく。 

 

表 6-2 各案の長所及び短所 

計画段階 

配慮事項 
埋立案（Ａ案） 掘削除去案（Ｂ案） 

水質・底質 〇 〇 

廃棄物等 〇 △ 

生態系 △ 〇 

長 所 ・汚染土の処理が発生しない。 
・将来現況と同様な生態系が 

形成される。 

短 所 
・埋立により、既存の干潟生態系

等から樹林生態系に変化する。 
・汚染土の処理が発生する。 
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表 6-3 環境影響を回避・低減するための方向性 

共通 

・汚染土の拡散・流出を防止するため、底質を掘削等する場合には河川水との

接触を遮断した上で行う。 

・雨天等悪天候時に汚染土の流出が懸念される場合は流出防止対策を講じる。 

・汚染土が作業機器等に付着した場合は施工区域内で洗浄し、外部へ持ち出さ

ないようにする。 

・開橋の下流部に汚濁防止膜を設置し、濁りの拡散を抑制する。 

・現地調査で貴重種が確認された場合は、必要に応じて移植等の保全措置を検

討する。 

埋立案 

（Ａ案） 

・埋立後の地盤高、植栽木及び植栽基盤は、良好な緑地空間が形成された大江

川緑地の造成計画を基本とする。 

・埋立後の緑地は、適切な維持管理を継続する。 

掘削 

除去案 

（Ｂ案） 

・搬入土により、現況と同様な河川断面となるように埋戻しを行う。 
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